
　国道45号陸前高田市～大槌町間、三陸沿岸道路鳴瀬奥松島ＩＣ～山田南ＩＣ
間、釜石自動車道東和ＩＣ～釜石ＪＣＴ間の総延長323kmを管理する東北地方整
備局南三陸沿岸国道事務所の所長に佐々木靖氏が就任した。同区間の道路の
維持管理をメインとし、三陸沿岸道路歌津～本吉における歌津北ＩＣのフルイン
ターチェンジ化、陸前高田市および大船渡市における交通安全事業のほか、大船
渡市における電線共同溝の整備などに取り組む。その陣頭指揮に当たる佐々木
所長に今後の事業展開などについて伺った。

佐々木　2018年度から三陸沿岸道路
が供用した21年度までの３年間、東
北地方整備局三陸国道事務所の工
務課長として道路整備に携わりまし
た。今回の赴任に当たり、三陸沿岸
道路は過去に例のないスピードで整
備が進められ、移動時間短縮のみな
らず、地域の産業振興、日常生活の
利便性向上、内陸と沿岸の観光振興
などを支援する道路として整備効果
が発現されていることを実感してい
ます。
　ただ、交通事故や道路への落下物、
故障車による立往生などによる交通
規制が日々発生しており、せっかく
の整備効果が発揮されない状況も見
受けられます。求められる道路機能
の維持のため、これらに対する対策
が急務と考えています。

佐々木　南三陸沿岸国道事務所は21
年４月に岩手県釜石市に新設され、
国道45号の陸前高田市から大槌町の

延長81㎞、三陸沿岸道路の鳴瀬奥松
島ICから山田南ICの延長175㎞、釜
石自動車道の東和 I Cから釜石JCT
までの延長67㎞を管理しています。
安全で快適な交通を確保するための
道路の維持・補修、防災対策などの
道路管理をメインとし、道路パトロー
ル、モニターでの遠隔監視などを
行っています。
　また、道路事業として注力してい
るのが宮城県の三陸沿岸道路歌津～
本吉における歌津北ICのフルイン
ターチェンジ化です。災害時におけ
る緊急輸送道路の確保や物流支援等
アクセス強化のため、歌津北ICに北
方向の乗り降りを可能とする道路整
備を進めています。本年度は３億
8,000万円の事業費で調査設計、支
障物移転および改良・舗装・道路附
属物工事を実施する予定です。開通
時期に関してはまだ示すことはでき
ませんが、着実に整備を進めます。
　交通安全事業としては、国道45号
の岩手県陸前高田市で米崎地区と川
向地区の歩道整備を実施していま
す。米崎地区歩道整備は津波浸水
想定高の下に設置されている通学路

の歩道をかさ上げし、安
全・安心に通行できる空
間の確保を図る事業で
す。延長は700ｍ、幅員
は2.5ｍ、かさ上げは車
道の高さに合わせ2～ 3
ｍ実施する予定にして
います。本年度は4,900
万円の事業費で調査設
計、用地買収および工
事を実施します。

　また、川向地区歩道整備は、歩道
が整備されていない通学路区間に歩
道を設置し、通学する児童・生徒や
沿線住民が安全・安心に通行できる
空間の確保を図る事業です。延長は
500ｍ、幅員は2.5ｍを予定しており、
本年度は7,300万円の事業費で調査
設計、用地買収および工事を実施し
ます。
　岩手県大船渡市では、権現堂交差
点改良として右折車線を新設する事
業に取り組んでいます。市街地に位
置するこの交差点は、食い違い交差
のため事故が多発し、非常に危険な
状況です。本年度は１億8,800万円
の事業費で調査設計および用地買収
を行います。
　このほか、大船渡市における大船
渡地区電線共同溝として延長2.8㎞、
立根地区電線共同溝として延長2.8㎞
の整備を進めています。本年度は大
船渡地区が２億1,400万円の事業費で
調査設計および引込連系管路工事を
含む本体工事を実施するほか、立根
地区では6,300万円の事業費で調査
設計および支障物移転を行います。

佐々木　東日本大震災発災当時は、
スピード感を持って10年で完成させ
ると言う目標のため、交通需要に応
じハーフICで整備した箇所がありま
す。そういったハーフICのフル化や
休憩施設、トイレの整備、４車線化
による災害時等の機能確保など、機
能強化というニーズも出てきていま
す。また、宮城県内では大型車の輸

送経路が東北自動車道から三陸沿岸
道路へ転換している傾向も見られま
す。供用開始後３年が経過し、地域
のニーズも変わっていると感じ、こ
れら課題に対する道路整備の必要性
などを整理しているところです。

佐々木　国土交通省の「東北未来 働
き方・人づくり改革プロジェクト
2025」をもとに取り組みを進めてま
いります。働き方改革の推進の面で
は、業務と工事におけるウィークリー
スタンスの実態把握と対応の徹底、
さらには工事書類作成の負担軽減な
どに取り組んでまいります。生産性
向上の推進のため、ICTの活用とさ
らなる普及拡大、遠隔臨場、WEB検
査の推進など最新の技術等を活用し
ながら進めていきたいですね。また、
地域の守り手、担い手の育成、確保、
資材価格高騰など、さまざまな問題
に的確に対応し進めてまいります。

佐々木　若者に建設業界の魅力を伝
え、人材を育て、建設業の維持につ
なげてほしいと考えています。地域
防災の面からも建設業は無くてはな
らない存在です。働き方改革、生産
性向上に取り組み、いかに若者に興
味を持ってもらうか。難しい面もあ
るかと思いますが、ともに知恵を絞
り、二人三脚で歩んでいきたいです。
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